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■活用に当たって 
このマニュアルは、これからエコツーリズムの推進に取り組む地域、または現在既に

積極的に取り組んでいる地域において、考え方の一助となることを目的としています。 
これからエコツーリズムの推進に取り組む地域においては、取り組みを立案、実施し、

効果的に推進するためのヒント集としてご活用いただけます。 
また、現在既にエコツーリズムの推進に積極的に取り組んでいる地域においては、実

施している取り組みがエコツーリズムの取り組み全体のどの部分に位置づけられるかを

確認し、さらなる展開を検討するための資料としてご活用いただけます。 
基本的には全ての地域で必要となる取り組みを記載していますが、自らの地域にとっ

て必要な取り組みかどうかを判断する基準は、あくまで地域の実情に応じて判断するこ

とが重要です。各地域の実情によっては、本マニュアルで示した内容から外れていく場

合も考えられますが、失敗を恐れずに実践の過程において、地域に合ったやり方を見い

だしていくことが重要です。 
また、地域の実情は日々変化していくものであるため、エコツーリズムの推進に取り

組む中で獲得していく様々な知識や経験を本マニュアルにフィードバックすることによ

り、最新かつ独自の内容としていくことが求められます。本マニュアルと併せてさらに

詳細な情報を他の資料から入手したり、他の先進地の実例を視察するなどによってさら

に知識を深めることが重要です。 



 


